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「
こ
と
で
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ
る
高

松
琴
平
電
気
鉄
道
の
三
つ
の
路
線
は
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
会
社
が
明
治
か
ら
大
正
に

か
け
て
開
業
し
て
い
る
。
最
も
早
く
開
業

し
た
の
は
志し

度ど

線
で
、
明
治
四
十
四
年
に

東と
う
さ
ん讃
電
気
軌
道
が
今
橋

－

志
度
（
現
・
琴

電
志
度
）
間
を
開
業
。
大
正
五
年
に
四
国

水
力
電
気
に
合
併
さ
れ
た
後
、
延
伸
し
、

昭
和
十
七
年
、
讃さ

ぬ
き岐
電
鉄
と
し
て
独
立
し

た
。
長
尾
線
は
、
明
治
四
十
五
年
に
高
松

電
気
軌
道
が
出で

は
れ晴

－

長
尾
間
を
開
業
。
本

線
格
で
あ
る
琴
平
線
は
、
大
正
十
五
年
に

琴
平
電
鉄
が
栗り

つ
り
ん林
公
園

－

滝た
き
の
み
や宮
間
を
開

業
、翌
年
、高
松（
現
・
瓦
町
）－

琴
平（
現
・

琴
電
琴
平
）
間
を
全
通
さ
せ
て
い
る
。
高

松
琴
平
電
気
鉄
道
は
昭
和
十
八
年
、
こ
の

三
社
の
戦
時
統
合
に
よ
り
誕
生
し
た
。

初
三
郎
鳥
瞰
図
作
品
の
本
図
は
、
昭
和

六
年
秋
に
香
川
県
が
発
行
し
た
全
県
鳥
瞰

図
で
あ
り
、
国
鉄
（
現
・
Ｊ
Ｒ
）
網
は
太

い
赤
線
で
、
こ
と
で
ん
の
前
身
時
代
の
鉄

道
網
や
昭
和
二
十
九
年
に
廃
止
と
な
っ
た

琴
平
参
宮
電
鉄
（
当
時
・
琴※

平
急
行
電

文
・
藤
本
一
美
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※琴平急行電鉄（抜出－琴急琴平）については、昭和八年初三郎画『琴平急行沿線名勝鳥瞰図』がある。
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風
光
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香
川
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香
川
県
鳥
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鉄
）、
昭
和
十
六
年
に
廃
止
と
な
っ
た
琴
電

塩し
お
の
え江

線
（
当
時
・
塩
江
温
泉
鉄
道
）
は
細

い
赤
線
で
表
現
し
て
い
る
。

大
胆
な
構
図
は
、
海
上
航
路
の
瀬
戸
内

海
と
岡
山
県
宇
野
側
上
空
か
ら
の
視
点
で

広
角
に
捉
え
、
四
国
の
表
玄
関
高
松
市
の

栗
林
公
園
や
屋
島
・
壇
ノ
浦
、
五ご

け
ん
ざ
ん

剣
山
、

丸
亀
城
跡
、
善
通
寺
、
満ま

ん
の
う
い
け

濃
池
な
ど
の
名

所
・
旧
跡
が
立
体
絵
図
と
し
て
ひ
し
め
い

て
い
る
。
今
は
な
い
坂
出
の
塩
田
地
帯
に

は
、
な
ぜ
か
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
ほ
ど
だ
。

何
と
言
っ
て
も
一
番
大
き
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
琴
電
琴
平
駅
を
起
点
と
す

る
象ぞ

う
ず
さ
ん

頭
山
中
腹
・
山
麓
斜
面
に
立
地
し
て

い
る
金こ

と

ひ

ら

ぐ

う

刀
比
羅
宮
（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
）
で

あ
ろ
う
。
海
上
の
守
護
神
大お

お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

物
主
命
を
祀

る
と
お
り
「
こ
ん
ぴ
ら
／
ふ
ね
ふ
ね
／
追お

風い
て

に
帆
か
け
て
…
シ
ュ
ラ
シ
ュ
シ
ュ

シ
ュ
ッ
」
の
民
謡
（
座
敷
歌
）
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
宮
ま
で
七
八
五
段
、
さ
ら
に
奥
社
厳い

ず

魂た
ま

神
社
ま
で
五
八
三
段
の
石
段
を
登
る
参

道
が
待
っ
て
い
る
。
本
宮
前
か
ら
の
、
讃

岐
平
野
の
象
徴
で
あ
る
讃
岐
富
士
・
飯
野

山
と
瀬
戸
内
海
の
眺
望
は
圧
巻
で
あ
り
、

奉
納
さ
れ
た
大
漁
旗
や
絵
馬
は
見
も
の
。

今
で
も
漁
師
さ
ん
や
一
般
参
詣
客
の
信
仰

の
あ
つ
い
こ
と
が
本
図
か
ら
想
像
で
き
そ

う
で
あ
る
。
左
端
に
は
大
き
な
小
豆
島
を
、

遥
か
彼
方
に
は
お
な
じ
み
の
富
士
を
描
画
。

桜
と
紅
葉
の
同
時
表
現
も
巧
み
で
あ
る
。

『史蹟と風光の香川県
［香川県鳥瞰図］』（昭和６〈1931〉年秋）
香川県（香川県国立公園協会）　発行
犬山市　日本ライン蘇江の観光社　印刷

藤本一美
首都大学東京・専修大学非常勤講師。日本地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

高松琴平電気鉄道株式会社
Takamatsu-Kotohira Electric Railroad Co.,Ltd.
設立：昭和 18年 11月 1日
本社：高松市栗林町２-19-20

　県都高松市街の瓦町駅を要に、高松城の堀端を出
発して金刀羅宮を目指す琴平線、四国霊場の長尾寺
に至る長尾線、海辺を走る志度線の３路線、約60㎞
を運行している。開業以来の駅舎も数多く残っている
が、平成17年2月には四国初となる電車・バス共通
のＩＣカード乗車券「IruCa」の運用を開始。これま
でに26万枚を発行するなど、「うみ・まち・さと～心
でむすぶ」を掲げ、魅力あるまちづくりに取り組んで
いる。平成23年には、今橋－志度（現・琴電志度）
間の開業から数えて１００周年を迎えた。
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吉田初三郎画『国立公園瀬戸内海鳥瞰図絵はがき』（昭和９<1934> 年）、観光社出版部


